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【緒言】水素エネルギーは、次世代の持続可能な社会（SDGs）を実現するための、主要な代替

エネルギー源として注目を集めている。しかしながら、水素燃焼しやすい性質、すなわち 4%程

度の低濃度における爆発限界と、低着火エネルギーにより、来る水素社会の到来に備えて安全に

運用するためのシステムが必要となる。高感度の水素センサはそのようなインフラ整備で、重要

なキーテクノロジーとなる。既存の水素センサは、SnO2などの半導体材料と水素との反応による

発熱を利用して、抵抗変化量測定や温度差測定をもとに検出する電気的な計測を利用したものが

一般的である。その一方で、反応速度を速めるために、センサ部を 400度近辺まで加熱する必要

がある。また、電気接点の存在により、動作時に火花が発生する可能性がある。これらの電気的

な刺激により、水素センサ自身が爆発源となりうる危険性も有している。以上のような理由によ

り、光を使うかことにより、安定性の高い水素センサの構築を行うことができる。 

本研究で我々は、プラズモン・メタ表面材料を水素と反応し、相転移が誘起する材料で作製し、

新たな光水素センサの可能性を模索したので報告する。 

【実験】メタ表面やプラズモン材料は、電子線リソグラフィや、縮小露光リソグラフィなどの、

半導体微細加工技術を駆使して作製した。水素反応性材料としてパラジウム、イットリウム酸化

タングステンなどの諸材料を電子線蒸着により製膜し、リフトオフ法により所望の構造体を得る

ことに成功した。水素計測は FTIR による中赤外波長域のプラズモン共鳴変化を測定することに

より行った。 

【結果・考察】水素との反応により、材料自身の誘電率が変化する。これにより、プラズモン

共鳴波長が、長波長あるいは短波長にシフトすることにより、センサとして動作することを実験

的に示すことに成功した。今後構造体の最適化を行っていき、安定な水素センサの構築を目指す。 
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